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進展するIrj、本市は国際交流を重点施

して掲げ、友好姉妹都市である中田・

匝トサンアントニオ市との交流をはじ

来友好関係にある西独・-イデルベル

界各国との友好親善を積極的に進め、

国際社会柱即応した都市づくりを進めていますQ

中国・唾林市
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両市間の経済、都心建設、教育、文化等の幅広い
[

・,I・　蝣.,・二.ii ! . '蝣.-:・'." II　蝣'こ　　　　・!・'、3

年には桂林市におし、て農業技術展の開催、市制施

行百周年を迎える昭和64年には珍獣「金線据」の

借用などこれら事業を通し、 |Jijr|iの友好関係は・lF-

ごとに深まっています。

米国・サンアントニオ市

我が国と最も緊密な関係にある米rl」との姉妹都

市締結に帖ナ諸準備を進めてきましたが、昭利62

年12月、熊本市において本市とその歴史や環境、

明日への飛躍を対してのまちづくl)の対応など共通

の基盤と目標を擁するテキサス州・サンアントニ

オ了rlJとの問において姉妹都市の調印式を行いまし

たC　今後両lliにおいて活発な交流を行うことが合

意されました。
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の地位の向上消費者行政

AM OTO

の10年」の最終年である1985-q:-(こ、ケ

ロビで世界会議が開催され、その時「西

勝200線和一1けての女性の地位向上のための将来

載晩=凌華択したが、これを受けて、我が凶でも

一「新団廟潮計画」の策定が進められていますo

恕6^2賢㌢(7)Ix 1)慧芸誓芸:芸豊芸ob
蜜 立と社会参加を促進するため、市では
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調査に入っています。また、女性の自主i摘カグル

ープの登録制度を発足させ、機関紙の発行による

グループ活動の状況紹介や交流の促進、講演会の

情報提供、新しいふるさとづくりをめざして女性

のつどいなどを剛任して、意識の向上や女性の

声を市政に反映させて行くことにしています。こ

のほか、資料コーナ-などを設置し利用に供して

ISSi!

市民の生活をより安全により豊かにするため、

次のような消費者行政を推進しています。

消費生活に関する各種セミナーの開催など。

生活関連物資価格調査及び公表など。

消費者団体の育成など。

消費者センターの充実など。

買物相談など問い合わせや商品.サービスに

ついての皆晴を受付け、市民と共に考え、解

決するための手伝いをしています。

来場者数　　　5,367人(昭和61年度)

相談受付件数1,241件(　′′　)

令化社会
1A¥AM OTO

会の進むなかで、誰もが望むことは、

家や地域で、健康で幸せな老後の生活

とです。そのためには、お年寄りの健

い、住まい、介護などの老人福祉の充

すo

寝たきり老人やひとり暮しの老人のた

奉仕員の派遣、短期保護、日常生活用

老人福祉電話の貸与、相談など心身の

安否確認を目的とした事業を実施して

・,-i

います。

また、健康な老人のために、講習会、農蘭の貸

与、スポーツ入会、作品展の開催、老人クラブの

位置図
e老人福祉センター
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育成、文化活動、社会福祉活動の助成など生きがい

と創造の事業を推進しています。健康で働く意欲

のある方がたには、能力や経験を生かして働ける

場の提供のため、シルバー人材センタ-を昭和63

年春に設立することにしています。

地域には、老人福祉センター(5ヵ所)、老人憩

の家(75ヵ所)が配置され、お年寄りのふれあい、

憩いの場所を提供しています。

そのほかに、老人特別回数券の交付及び老人居

I>J・＼)

室整備資金の貸付等を実施しており、有識者によ　3

る高齢者対策懇談会も設置していますO
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老年人口(65歳以上)の推移
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心身障害者福祉
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温かい福祉サービスP)提供を基本に、

の更生援助、並びに生活の安定に寄与

富祉の増進を図るとともに、昭和58年に

福祉長英醇十画」を定め、福祉郡市の実

います。

サ-ビスをはかるために、身体障害者

更生医療の給付、補装具の交付・修理、

畢空軍車線設への入所のほか、重度身体障害者に

対し日常生活用具の給付、福祉電話・ミニファッ

クスの貸与、医療費の助成、特別障害者手当などの

支給、住宅整備資金の貸付、ホームヘルパーの派

遣などを実施していますO

自立と社会参加を促進するために自動車の運転

免許取得及び改造費用の助成、盲人ガイドヘルパ

ーの派遣、手話通訳設置及び手話奉仕員の派遣な

どを行い、又、社会-の適応能力を養い、生きがい

を高めるためのデイ・サービス事業を実施してい

ISl

精神薄弱者福祉

精神薄弱者(児)の多様な問題に答える窓口とし

て、福祉相談室を設置し、援護・育成を凶るため

の判定検診、指導助言などを行っています。

また昭和58年自然環境に恵まれた柿原地区に適

所更生施設「はなぞの学苑」を開所L、苑生に生

活指導・作業訓練を行い、社会的更生を壬夏讃して

SSI

療育手帳所持者について、特別児童扶養手当の

支給、特別障害者手当などの支給、輩度障害者(児)

医療費の助成、援護施設入所者の家庭負担金の軽

減、バス・it/電運賃の割引、優待証の交付のほか

重度心身障害者医療費助成の状況

重度心身障害者(児)へのホームヘルパーの派遣及

び緊急保護などによTH離山の増進に努めています　20,000

また、住みよい部屋づくりのため住宅整備資金の16,00〔)

貸付を行っていますD　さらに、障害者と蝣If民との

ふれあいの場として福祉センタ-希望荘夏祭り、  12,l)('。

スポーツの振興と健康増進のため、家族を含めた　H,000

大運動会を開催しています。
1,000

件数

昭和57　　58　　59　　60　　61年度

障害者の状況(昭和61年度)

区 分 18 歳 未 満 18 歳 以 」二 計

視 覚 障 害
¥ 人 人

4 3 2 ,18 9 2 ,2 3 2

聴 覚 . 平 衡 機 能 障 害 1 25 1 ,8 7 4 1 ,9 99

音 声 . 言 語 機 能 障 害 ・t 13 7 1 39

肢 体 不 自 由 2 88 7 ,94 7 8 ,2 35

内 部 障 害 1 39 1 ,66 5
i

1 ,8 04

合 計 5 97
巨 3 ,8 1 2

I
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直・母子福祉
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児童福祉
l

子供たちの明るく健やかな成長は、すべての親
[

にと・・・て、 」　　　叫i、.二一.　二.-:午"I'v' i-::|

るために、i市では児童福祉施設などの充実に努め
ていますot

保育所

仕事、

に、市に

!
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印
-
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産、病気等で保育できない母親のため

110ヵ所の保育所があります。保育所

では、L胤畢児の保育、養護、教育などを行っていま
': :I. i蝣:・.・.. 'ヰ圭l′1、一工　・l∴　上'. '.・・一・Jl-:'、

に健やかな子供に育つよう、保育内容の充実に努

めています。また、障害児保育、長時間保育、夜

間保育などにも力を入れています。

母子寮

母子家庭の保護と経済自立のために、 2ヵ所の

施設がありますD　家庭環境をよくし、子供たちの

健やかな成長を援助しています。

助産施設

経済的理由で入院出産の困難な妊産婦のために、

無料または軽い負担で利用できる施設が1ヵ所あ

jmmw

児童館

集団で遊ぶ機会が少なくなった子供たちのため

に、市民センターの中に8ヵ所の児童館がありま

す。遊び場を提供し、遊びのル-ルと楽しさを教

えています。

母子福祉

母子及び寡婦福祉法に従って、母子家庭や寡婦

の方がたの生活の安定、向上及び福祉の増進を図

るために、児童扶養手当の支給や医療費の助成な

どを行っていますo

また、母了福祉センターでは各種の相談に応じ

ていますが、経済的な自立促進を図るために和裁、

給食調理員巷成、経理事務、ワープロ講座を開い

て、技能の修得もできるようにしていますO　この

ほか、教養講座、児童学習会、ケーキ作l)などの

各種レクリェ-ションも行っています。

母子福祉センター(和裁講座風景)

(千人)
10　　12



生活保護

'主ifi付蝣・uin-ii二は、 `I:ifiH、l窮のf-Y'il:二五一、てm

低限度のノ口舌を保障する、 7種類の公的扶助があ

りますO　この制度は牛_活自立を助長する目的も含

まれています。

本市のf口舌保護世芯は、ここ数年、 1耳昔、人員

ともに増加してきましたが、昭和61年宴になって

減少傾向を示すようになりました。 61年度の受給

状況は、受給世,昔6,196世借、人員10,656人とな

っていますが、その内訳は、傷病障害2,t　射世帯、

高齢者2,269世帯、母子839位帯の順になっていま

34

--,　　　　　　　ート　ロ,E,　　　　　　蝣蝣蝣蝣[;*'.サ
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その他0.8%

58　　　　　　　5∈) 60　　　　　61年度

拠出制年金受給者と福祉年金受給該当者の推移

す。種類別では、医療扶助が最も多く、地区別で

は中央部が最も高くなっていますC

全国的に高齢化がすすむなかで、高齢者世帯の

受給率が高くなってきていますが、世帯の年齢構

成の変化や社会情勢の変動は、社会的弱者に強く

作用するため!市では適JLな保護とその実施に今

後も努力していきますO

国民年金

日本はI":界に例のない速さで、高齢化社会を迎

えようとしていますが、私達の老後の4-:ffiを保障

する公的年金は、大変重要な役割を果すようにな

I-'"Jき∵いま-S~

昭和34年に発足した国民年金制度は、 28年を経

過し、物価スライド制の導入、障害年金の通算制

度の取り入れ、在日外国人の加入等制度の改善や

充実か図られてきましたが、 61年度には洞民年金

法か改jf:.になり、同氏年金、厚生年金、共済年金

に共通な基礎年金が導入さiL　年金は長期的な安

国民健康保険会計
(昭和62年度当初予算)

走した制度へと大きく変りましたo

社会保障の中核として、市民の生活を支える本

rh'の年金受給総額は、年間約15月意円になってい

ます。更に、 JIj民の盟かな老後の保障を約束す

るため、広報活動による制度の普及を推進してい

ます。,また、年金委員の設置、日塵振替など、収

納体制を簡便化し、未加入者、未納者の解消に努

めていますが、市比の年金受給権の確保、未納者

の保険料支払のため、戸別訪問などによる指導も行

っています。

国民健康保険

国民健康保険の加入者は、昭和62年4月1日現

在181,592人で、市民の3人に1人強が加入して

います。八I]の増加とともに国保加入者は増加し

てきています0

回民健康保険事業は28年を経過しましたが、退

職者医療制度の創設、老人保健法などの一部改jj-:な

ど、医療保険制度に改正が加えられ、制度の充実

が凶られてきています。しかし、高齢化社会の到

来とH保財政の悪化は、制度に転換期を迎えさせ

ようとしています。

本市の国保財政は、 61年度未で33億円の赤字と

なり、厳しい運営になっていますが、これを改善、

健全化するために、関係各課を総合した、 ISf呆健

全化対策検討会を設置し、努力を続けています。

国民健康保険制度の安定した運営を行うには、

医療費の適正化が望まれるところですか、制度に

対する認識の強化、保険半判融内の向上などが必要で

あt)、広報、徴収嘱託員の導入など強力な施策を

推進します。
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